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のは９世紀である）。
　マヤの神官は時間のサイクルを熟知しており、惑星の周
期を記録したり、日食や月食を予測したりしていた。マヤ
には３種類の暦があった。地球が太陽の周りを回る公転周
期に基づく365日の太陽暦、金星の軌道を基にしたと思わ
れる260日の第２の暦［短暦］、そして「長暦」と呼ばれる第
３の暦である。長暦は、任意に設定した3000年以上昔の
基準日からの経過日数を表すものだ。マヤの人々は太陽暦
の１年を365.242日と計算していたが、これは現代の天文
学者が計算した数値よりわずか17秒短いだけである。
　ある特定の日を表すマヤ暦の日付は、365日暦と260日
暦の両方を使って計算できる。この２つの暦があらゆる組
み合わせを経てそれぞれの開始点に同時に戻るのに52年
かかる（図9.2）。
　マヤでは、西半球で最も複雑で表現豊かな文字体系が発
達していたが、メソアメリカに居住していた他の民族集団
（後期オルメカ族、ミステク族、サポテカ族、アステカ族）
もそれぞれ独自の文字を持っていた。マヤの人々にとって、
文字は古代メソポタミアの支配層にとっての楔形文字と同
様に重要なものであり、行政上の記録や天体の記録、系図、
詩、歴史などがこの文字で記された。記録は石に碑文を彫

りつける場合と、たたいた樹皮、鹿皮などを漆喰にくぐら
せて折本の形に畳んだものに書く場合があった。石に刻ま
れた碑文は１万5000以上が現存するが、書物は歴史と暦
に関するものが４冊残っているだけだ。これは、スペイン
人の征服者や宣教師が先住民固有の信仰を根絶やしにしよ
うと、見つけ次第すべての書物を破壊したためである。
　マヤの表記法には、象形文字（表意文字）の要素と、音ま
たは音節を表す表音文字の要素の両方があるが、表音文字
といってもアルファベットとは異なる。この文字を解読す
るには長年にわたる粘り強い学術的研究が必要で、その努
力は1960年代に始まって、1990年代にようやく完成を見た。
文字記号は、中央の絵と、それを取り巻く複雑な接頭辞や
接尾辞という形になっているものが多い。
　マヤ遺跡に共通する特徴のひとつに、おそらくオルメカ
文明から受け継いだものと思われるが、細長い長方形のコ
ートと傾斜した壁を備えた球技場がある。ここでマヤの人々
は、重くて硬いゴムのボールを、手も足先も使わずにこの
壁（一種のエンドゾーン）の高いところに取り付けた石のリ
ングに通すという球技で勝敗を競った。ゴムのボールは直
径が最大30センチメートル、重さは最大で約７キログラ
ムあり、粘りの強いゴムノキの樹液にアサガオの汁を加え

260日の暦（左）と365日の暦（右）の関係がわかる。結合した日は52年ごとに再現され、その年は非常に重要で危険が多い年とみなされ

て盛大な儀式が行われた。

図9.2　マヤ暦
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アメリカの農耕文明

て作られた。ヨーロッパや北アメリカでは、19世紀半ば
までゴムの製法は知られていなかった。
　この球技に女性が参加した形跡はない。２人の男性の個
人戦か、各チーム２～４人の団体戦のいずれかだったよう
だ。球技場によっては、コートの脇に頭蓋骨を置く台が用
意されている場合があり、この球技を行う理由のひとつに
残酷なものがあったことを暗示している。考古学者による
と、この球技は様々な理由で行われた。単なるスポーツと
して、賭けの対象として、条約締結の儀式として、そして
ときには身分の高い捕虜同士を無理やり戦わせる場として。
この最後の場合、負けたほうはその場で処刑される運命だ
った。敗者の首は競技場の台の上に飾られたことだろう。
これも人間の血を流すことによって神々を喜ばせる方法の
ひとつだったのである。
　球技以外にも、マヤの人々は意外な娯楽を考え出した。
子どもたちのために粘土でミニチュアのジャガーを作り、
その脚に粘土の棒をつけ、その棒に粘土の円盤（車）を取り
付けたのである。言い換えれば、彼らは車輪付きのおもち
ゃは作ったが、そのアイデアを大人が使う車輪付きの乗り
物に発展させることはなかった。もちろん、車輪付きの乗
り物も、それを引く大型の家畜がいなければあまり役に立
たないだろう。それでも、陶工のろくろや、川が流れてい
れば石臼を回す水車に応用できたはずだ。ところがマヤで
は、おもちゃ以外に車を利用した証拠は見つかっていない。
アフロユーラシアでは、車輪のない歴史は想像すらできな
いというのに。
　マヤには喫煙の習慣があり、タバコは気晴らしにも儀式
にも使われた。マヤ人や神々がパイプをふかしているとこ
ろを詳細に描いた絵画が発見されている（図9.3）。植物遺
伝学の研究によれば、タバコは紀元前5000年から紀元前
3000年にペルーからエクアドルにかけてのアンデス山中
で初めて栽培され、アメリカ大陸では北極圏をのぞくすべ
ての文明社会に共通する特徴になっている。タバコは嚙む、
嗅ぐ、食べる、飲む、体に塗る、目薬や浣腸として使う、
煙を吸うなど、さまざまな方法で楽しまれた。戦いに赴く
戦士の顔に、種をまく前の畑に、セックスの前には女性の
体に、煙を吹きかける風習もあった。また、神々への捧げ
物としても使われた。タバコはシャーマンの訓練にも重要
な役割を果たしていた。大量に摂取すると、幻覚やトラン
ス状態、臨死状態を引き起こすため、新人シャーマンはこ
れによって死をも克服する能力があることを証明したので
ある。
　マヤの社会は厳格な階級制を採用していた。王族と貴族
が頂点に立ち、その下に人口の80％から90％を占める農

民がいた。奴隷がいた証拠は見つかっていない。支配者の
役目は、神々や死者と交信すること、儀式を行う施設を建
設すること、そして戦争を遂行することだった。儀式で神
の代弁者となり、神々の住まいを建設する王は、恐ろしげ
な名前を名乗ることが多かった。たとえば、偉大なるジャ
ガーの足、荒れ狂う空、ジャガーのペニス（これには「王者
ジャガーの親」という意味合いがある）など。マヤ族は、ジ
ャガーを森で最も危険な肉食動物と考えていたのである。
王に適切な男子の後継者がいない場合は、女性が摂政また
は女王になることもあった。

ジャガーの毛皮にすわったこの王子は、足元の貝殻から頭をのぞかせ

ている蛇（幻覚）のほうに手を伸ばしている。この絵は、タバコが個人

の気晴らしや瞑想に使われたことを表しているようだ。ほかに、喫煙

が神々と交信する儀式的な機能を持っていたことを表す絵も見つかっ

ている。

図9.3　葉巻を吸うマヤの王子


